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④
給
与
な
ど
の
適
正
化
に
つ
い
て

•
給
与
水
準
（
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
）

　

94･

１
（
県
内
10
市
中
９
番
目
）

⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

本
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
（
市
の
出
資
比

率
が
25
％
以
上
ま
た
は
財
政

支
援
を
行
っ
て
い
る
法
人
が

対
象
）
６
法
人
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
財

務
諸
表
な
ど
の
公
表
を
実
施

し
た
。

⑥
経
費
節
減
な
ど
の
財
政
効
果
に
つ
い
て

＞

財
源
の
確
保
な
ど

＜

•
収
納
率
向
上
を
目
指
し
、
滞
納
整
理
業

務
の
効
率
化
を
図
る
「
滞
納
管
理
シ
ス
テ

ム
」
の
導
入
を
検
討
し
た
。

•
市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
た
結
果
、
公
募
な
ど
に
よ
り
市

有
地
の
２
件
を
売
却
し
た
。

⑦
地
方
公
営
企
業
に
つ
い
て

＞
水
道
事
業

＜
•
特
別
滞
納
整
理
班
に
よ
り
、
年
２
回
の

臨
戸
徴
収
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
定
期
的

に
給
水
停
止
の
予
告
、
執
行
を
行
い
、
現
・

過
年
度
未
収
金
の
回
収
に
努
め
た
。

＞

下
水
道
事
業

＜

•
未
接
続
世
帯
に
対
し
下
水
道
普
及
員
の

戸
別
訪
問
を
実
施
し
、

早
期
水
洗
化
を

促
し
た
。

行政改革
～より効率的で効果的な行政運営のために～

　本市では、第 4次行政改革大綱（平成 16年２月策定）の趣旨に基づき、平成 16年度から

21年度までの６カ年を推進期間として、具体的な取り組み項目を取りまとめた「第４次行政改

革大綱実施計画」を策定するとともに、国の新行革指針に基づき、平成 17年度から 21年度

までを実施期間とする「集中改革プラン」を策定し、行政改革の推進に取り組んできました。

このたび、平成21年度における進行結果について取りまとめましたので、お知らせします。

第
４
次
行
政
改
革
実
施
計
画
の

進
行
結
果
に
つ
い
て

（
平
成
21
年
度
末
現
在
）

　

去
る
４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
行
政
改

革
懇
談
会
で
報
告
し
、
審
議
い
た
だ
き
ま

し
た
進
行
結
果
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
21
年
度
取
組
項
目　

 

全
40
項
目
中

　

実
施
継
続
（
21
年
度
も
継
続
的
に
実
施

　
　

し
た
も
の
）　　
　
　
　
　

40
項
目

※
実
施
に
よ
る
経
費
節
減
効
果

５
８
、
８
３
９
千
円

（
16
年
度
か
ら
の
累
計　

２
５
６
、
５
０
０
千
円
）

1
事
務
事
業
の
見
直
し

●
経
常
経
費
の
削
減

　

事
務
事
業
全
体
を
見
直
し
、
対
前
年
度

比
で
２
、
６
９
１
千
円
（
累
計
２
５
、
５

８
９
千
円
）
の
削
減
を
図
っ
た
。

●
低
公
害
車
導
入
の
促
進　

　

庁
用
車
の
更
新
、
新
規
導
入
時
に
、
環

境
性
能
に
優
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
３
台

を
導
入
し
た
。

2
財
政
運
営
の
健
全
化

●
市
税
な
ど
の
徴
収
率
の
向
上

　

特
別
滞
納
整
理
班
に
よ
り
、
年
２
回
の

臨
戸
徴
収
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
滞
納

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
た
。

●
補
助
金
の
整
理
合
理
化

　

制
度
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
団
体
運

営
補
助
金
１
件
を
廃
止
、
節
減
し
た
。

●
現
物
支
給
事
業
の
拡
充

　

町
内
会
の
創
意
工
夫
と
共
同
作
業
に
よ

り
生
活
道
路
の
舗
装
や
環
境
整
備
を
実
施

し
た
。

3
組
織
・
機
構
の
見
直
し

●
審
議
会
な
ど
の
見
直
し

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、

女
性
委
員
の
登
用
拡
充
を
図
っ
た
。

4
定
員
と
給
与
の
適
正
化

●
定
員
管
理
の
適
正
化

　

事
務
改
善
や
業
務
の
外
部
委
託
、
自
主

的
退
職
の
推
奨
な
ど
に
よ
り
、
職
員
削
減

目
標（
平
成
22
年
度
当
初
ま
で
に
△
５
％
）

を
達
成
し
た
。

5
人
材
の
育
成
と
活
力
の
発
揮

●
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
の

あ
る
人
材
の
育
成

　

県
、
自
治
大
へ
の
派
遣
研
修
や
法
務
・

税
務
・
政
策
形
成
な
ど
の
実
務
研
修
、
自

主
的
学
習
会
、
政
策
課
題
研
修
を
実
施
し

た
。

　地方分権の進展とともに、人口減少、少子高齢化の急速な進展や景気の低迷を背景とした

歳入の影響など社会経済情勢の変動により、本市を取り巻く状況は目まぐるしく変化してお

り、これからも常に「市民の目線に立った」行政改革に取り組んでいくことが必要なことから、

新たに「第５次行政改革大綱」を策定しました。

　

地
方
分
権
の
進
展
と
多
種
多
様
化
す
る

行
政
課
題
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
縮
小
や
削
減
を
目
的
と

し
て
見
直
し
て
い
く
従
来
型
の
行
政
改
革

の
推
進
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、「
行

政
を
経
営
す
る
」
と
い
う
意
識
改
革
の
も

と
に
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
見
極

め
る
一
方
で
、「
い
か
に
市
民
満
足
度
を
高

め
て
い
く
か
」
ま
た
、「
い
か
に
市
民
と
の

協
働
を
図
っ
て
い
く
か
」
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
よ
り
成
果
が
挙
が
る
施
策
を
取

捨
選
択
し
て
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、
従
来
の
方
法
や
形
式
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
改
め
て
市
民
の
目
線
や
立

場
に
立
っ
た
便
利
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
、

親
切
さ
、
温
か
さ
、
ス
ピ
ー
ド
感
な
ど
が

実
感
で
き
る
よ
う
な
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

②
市
民
協
働
を
推
進
す
る
行
政
運
営

　

市
民
自
身
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る

と
い
う
協
働
の
概
念
に
よ
り
、
住
民
自
治

に
対
す
る
市
民
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
行
政
情
報
の
共
有
や
活
動
を
支

援
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
体
制
）
を
構
築
す
る

1
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
提
供

　

市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
ま
た
、
滑
川
市
企
業

ガ
イ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
開
設
し

た
。新行政改革大網の策定について

～“終わりなき”改革への取り組みに向けて～　

　

行
政
改
革
実
施
計
画
と
同
様
に
行
政
改

革
懇
談
会
で
報
告
し
、
審
議
を
い
た
だ
き

ま
し
た
進
行
結
果
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
事
務
・
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・

統
合
に
つ
い
て

　

拡
充
、
見
直
継
続
、
縮
小
廃
止
な
ど
、

今
後
の
取
組
方
針
を
示
し
た
２
０
６
項
目

の
平
成
21
年
度
末
現
在
の
進
行
状
況

　

実
施
完
了　
　
　
　
　
　
　
　

113
項
目

　

実
施
継
続
（
21
年
度
も
継
続
的
に
実
施

　
　

し
た
も
の
）　　
　
　
　　
71
項
目

　

検
討
決
定
（
21
年
度
で
方
針
決
定
し
た

　
　

も
の
）　　
　
　
　
　
　　
22
項
目

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

進
行
結
果
に
つ
い
て

（
平
成
21
年
度
末
現
在
）

②
民
間
委
託
な
ど
の
推
進
に
つ
い
て

　

３
年
間
の
指
定
期
間（
平
成
18
〜
20
年
）

満
了
に
よ
り
、
改
め
て
指
定
管
理
者
の
選

考
を
行
っ
た
結
果
、
36
施
設
に
つ
い
て
指

定
管
理
者
を
選
定
し
た
（
う
ち
11
施
設
に

は
利
用
料
金
制
を
採
用
し
た
）。

③
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て

　

プ
ラ
ン
期
間
内
（
平
成
17
〜
21
年
度
ま

で
の
５
年
間
）
に
５
％
（
13
人
）
削
減
の

目
標
を
設
定
し
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
15

人
の
削
減
を
達
成
し
た
。

•
22
年
４
月
１
日
現
在
職
員
数
２
４
１
人

　
（
対
前
年
度
比
較　

４
人
減
）

•
住
民
１
、
０
０
０
人
あ
た
り
職
員
数

　
（
一
般
行
政
部
門
）　

４･

19
人

　
（
県
内
10
市
中
最
少
）

●
普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
公
表

　

地
方
公
会
計
改
革
に
基
づ
き
、「
総
務

省
改
定
モ
デ
ル
」
に
よ
る
連
結
財
務
書
類

４
表
（
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金
収
支
計

算
書
）
を
作
成
し
、
公
表
し
た
。

2
行
政
へ
の
市
民
参
画
の
推
進

●
市
民
の
声
を
聴
く
事
業
の
推
進

　

市
政
懇
談
会
を
随
時
開
催
す
る
と
と
も

に
、
富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校
の
学
生
を

対
象
に
「
市
長
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
事
業
」

を
開
催
し
た
。

新
行
政
改
革
大
網
の

基
本
的
な
考
え
方

早
期
水
洗
化
を


